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 特集１ 

 保護観察復帰プログラムの実施状況とその成果について  

保
護
観
察
復
帰
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
、
保
護
観
察
の
決

定
を
受
け
た
特
定
少
年

（
一
八
歳
、
一
九
歳
）
に

つ
い
て
、
重
大
な
遵
守
事

項
違
反
が
あ
っ
た
場
合

等
、
保
護
観
察
の
継
続
が

一
時
困
難
と
な
っ
た
者
に

対
し
、
一
定
期
間
少
年
院

に
収
容
し
、
再
び
効
果
的

に
保
護
観
察
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
令
和
四
年
の

少
年
法
等
一
部
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た

第
五
種
少
年
院
に
送
致
決

定
が
あ
っ
た
在
院
者
に
対

し
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。 同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
通
称

「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
ラ
イ
ズ
）

（
全
十
単
元
、
短
縮
版
六

単
元
）
」
と
呼
び
、
そ
の

内
容
は
、
動
機
づ
け
面
接

に
お
け
る
行
動
変
容
の
理

論
を
活
用
し
た
も
の
で
、

保
護
観
察
官
や
保
護
司

（
以
下
「
保
護
観
察
官

等
」
と
い
う
。
）
及
び
地

域
社
会
に
お
け
る
支
援
者

等
と
と
も
に
保
護
観
察
を

通
じ
て
更
生
す
る
こ
と
へ

の
動
機
づ
け
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

当
院
で
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
の

目
的
を
鑑
み
、
短
期
社
会

適
応
課
程
の
在
院
者
に
試

行
的
に
受
講
さ
せ
ま
し
た

そ
の
後
、
そ
の
指
導
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
長
期

処
遇
課
程
の
在
院
者
の
う

ち
、
保
護
観
察
期
間
中
に

再
非
行
し
た
在
院
者
あ
る

い
は
仮
退
院
後
の
保
護
観

察
へ
の
動
機
づ
け
を
図
る

こ
と
が
特
に
必
要
な
在
院

者
に
つ
い
て
も
受
講
対
象

と
し
て
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
さ
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

 

保
護
観
察
復
帰 

 
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は 

当
院
で
の
運
用 
Ｒｏｒｄｍａｐ tｏ Ｉｄｅａｌ Ｓｅｌｆ 

           ｗｉｔｈ Ｅｎｇａｇｉｎｇ  

 

        

  

頭文字をとって ＲＩＳＥ です  
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同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴

は
、
仮
退
院
後
の
保
護
観

察
を
指
導
す
る
保
護
観
察

官
等
か
ら
在
院
中
に
直
接

顔
を
合
わ
せ
て
指
導
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

在
院
者
の
中
に
は
、
初
め

て
保
護
観
察
を
受
け
る
在
院

者
も
お
り
、
保
護
観
察
と
は

ど
の
よ
う
な
制
度
か
、
ど
の

よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
等

を
十
分
に
理
解
で
き
ず
に
仮

退
院
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
く
、
「
生
活
が
縛
ら
れ

る

。

」

、

「

監

視

さ

れ

る
。
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
認

識
を
持
つ
在
院
者
も
い
ま
し

た
。
そ
の
様
な
在
院
者
が
保

護
観
察
に
つ
い
て
様
々
な
疑

問
を
持
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

何
よ
り
も
、
在
院
者
に

と
っ
て
保
護
観
察
官
等
が
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ

と
の
最
大
の
意
義
は
、
自
分

の
こ
と
を
気
に
掛
け
、
時
間

を
共
有
し
よ
う
と
す
る
人
が

い
る
と
い
う
体
験
そ
の
も
の

に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
は
保
護

観
察
官
等
に
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
在
院
者
が
少
年
院

で
の
生
活
状
況
を
説
明
し
、

そ
れ
を
一
緒
に
付
き
添
う
法

務
教
官
が
補
足
す
る
こ
と
で

情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
保
護

観
察
官
等
に
と
っ
て
は
少
年

院
で
の
生
活
状
況
や
在
院
者

の
表
情
や
性
格
等
の
人
と
な

り
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
仮
退
院
後
の
指
導
に
生

か
せ
る
と
の
言
葉
も
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。 

保
護
観
察
に
特
に
不
安
の

あ
る
在
院
者
の
例
と
し
て
、

道
外
に
帰
住
す
る
在
院
者
が

い
ま
す
。
初
め
て
道
外
に
帰

住
す
る
在
院
者
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
遠
隔
通
信
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
、
当
該
保
護
観
察

所
の
保
護
観
察
官
等
と
の
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
を
実
施
し
、
在
院
者

及
び
保
護
観
察
官
等
の
不
安

を
払
し
ょ
く
し
、
保
護
観
察

へ
の
動
機
づ
け
が
図
ら
れ
た

と
い
う
実
例
が
あ
り
ま
し

た
。
他
に
も
帰
住
予
定
地
を

管
轄
す
る
保
護
観
察
所
に
在

院
者
と
赴
き
、
そ
こ
で
保
護

観
察
官
等
と
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
り
大
変
好

評
で
し
た
。 

 

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し

た
仮
退
院
者
か
ら
は
、
在
院

中
に
保
護
観
察
の
理
解
が
進

む
こ
と
、
保
護
観
察
へ
の
動

機
づ
け
が
図
ら
れ
、
意
欲
的

に
取
り
組
め
る
こ
と
、
在
院

中
に
保
護
観
察
官
等
と
の
関

係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
、

出
院
後
の
不
安
が
な
く
な
っ

た
と
の
感
想
も
見
ら
れ
、
想

定
し
た
以
上
の
効
果
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
社
会
復
帰
に

資
す
る
矯
正
教
育
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
御
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の 

 
 
 
 
 
 

特
徴
等 

受
講
者
へ
の
効
果 
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当
制
度
は
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
の
心
情
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
、
そ
の
思
い
を
在

院
者
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要

と
し
て
、
令
和
五
年
一
二
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
在
院

者
に
対
し
、
被
害
の
実
情
を

直
視
さ
せ
反
省
や
悔
悟
の
気

持
ち
が
深
ま
る
よ
う
指
導
が

行
わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在

の
思
い
を
共
有
し
た
く
、
座

談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
少

年
鑑
別
所
の
状
況
も
聞
き
た

い
と
考
え
、
釧
路
少
年
鑑
別

支
所
の
担
当
者
に
も
リ
モ
ー

ト
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

 

 

特
集
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被
害
者
等
の
心
情
等
の 

 
 
 
 
 
 
 

聴
取
・
伝
達
制
度
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
担
当
者
に
よ
る
座
談
会 

制 

度 

概 

要 

担
当
者
に
よ
る 

 
 
 
 
 

座
談
会 

森岡担当官 

 

釧路少年鑑別所支所 

岡﨑担当官 

 

北海少年院 

丹羽担当官 

 

北海少年院 

酒井担当官 

 

北海少年院 

大野カウンセラー 

 

北海少年院 

座    談    会    メ    ン    バ    ー 
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岡
﨑
（
司
会
） 

初
め

て
こ
の
制
度
の
話
を
聞

い
た
と
き
ど
う
思
い
ま

し
た
か
。 

丹
羽 

被
害
者
の
方

の
声
を
在
院
者
に
伝

え
る
機
会
は
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
の
で
、
大
き
な

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
被
害
者
の
方

の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
し
た
。 

大
野 

札
幌
刑
務
所
の

特
別
改
善
指
導
で
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
被
害
者
の
方

の
状
況
が
被
収
容
者
に
適
切

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
感

じ
、
被
害
者
の
方
に
つ
い
て

も
っ
と
理
解
を
深
め
、
被
収

容
者
に
も
知
ら
せ
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
思
っ
て
い
ま
し

た
。 

岡
﨑 

担
当
者
に
決
ま

り
、
制
度
施
行
の
た
め

に
必
要
な
準
備
が
い
ろ

い
ろ
と
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

酒
井 

研
修
を
通
じ
制

度
設
立
の
経
緯
や
概
要

を
学
び
ま
し
た
。
被
害

者
支
援
団
体
の
方
の
講
演
会

で
、
被
害
者
の
方
の
お
気
持

ち
を
聴
い
た
と
き
は
胸
が
痛

み
ま
し
た
。
先
行
し
て
本
制

度
が
行
わ
れ
て
い
る
保
護
観

察
所
主
催
の
研
修
や
、
実
際

の
聴
取
場
面
を
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
等
を
経

て
、
少
し
ず
つ
イ
メ
ー
ジ
を

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

丹
羽 

こ
の
制
度

は
、
担
当
官
や
在
院

者
処
遇
に
関
わ
る
寮

の
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
施
設

全
体
で
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
全
職
員
対
象
に

伝
達
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

積
極
的
に
質
問
が
出
て
、
予

想
を
超
え
た
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
制
度
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
を

重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。 

岡
﨑 

少
年
鑑
別
所

は
少
年
院
と
は
異
な

り
、
聴
取
や
伝
達
を

す
る
機
会
は
想
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
ど
う
で
し
ょ
う
。 

森
岡 

少
年
鑑
別
所

は
、
被
害
者
の
方
が

少
年
院
に
出
向
け
な

い
場
合
に
聴
取
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
場
所
や
内
規
の
整
備

を
し
ま
し
た
。
速
や
か
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら

事
務
手
続
要
領
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
か
ら

在
所
者
の
非
行
や
被
害
に
関

す
る
認
識
等
を
鑑
別
結
果
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

制
度
施
行
後
、
よ
り
時
間
を

か
け
具
体
的
に
記
載
し
て
い

ま
す
。 

岡
﨑 

ま
だ
道
内
で

は
利
用
の
な
い
制
度

で
す
が
、
皆
さ
ん
ど

ん
な
心
構
え
で
い
ま
す
か
。 

森
岡 

少
年
鑑
別
所

に
は
、
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
や
書
類
を

直
接
持
参
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
聴
取
前
の
や
り
取
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
初
期
対
応

を
丁
寧
に
行
い
た
い
で
す
。 

丹
羽 

被
害
者
の
方

に
制
度
を
利
用
し
て

良
か
っ
た
と
少
し
で

も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
対

応
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
気
持
ち
を
伝
達
す
る
際
に

も
、
在
院
者
が
異
な
っ
た
解

釈
を
し
な
い
よ
う
に
伝
え
た

い
で
す
。
犯
し
た
事
件
の
重

さ
を
自
覚
さ
せ
、
慰
謝
の
気

持
ち
を
よ
り
深
め
さ
せ
る
よ

う
導
く
こ
と
に
一
役
を
担
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。 

酒
井 

私
も
同
様
の

気
持
ち
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
担
当
官
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
ス
キ
ル
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

大
野 

被
害
者
の

方
々
の
心
情
に
寄
り

添
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
お
話
を
聴
く
担
当
官
の

先
生
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
在
院
者
へ
の
適
切
な
伝

達
の
仕
方
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。 岡

﨑 

在
院
者
が
二

度
と
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
さ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
二
度
と
被
害
者
を

作
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
被
害
者
の
方
に

と
っ
て
も
私
た
ち
に
と
っ
て

も
共
通
す
る
願
い
だ
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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施 

設 

だ 

よ 

り 
    
   当院では、支援教育課程が在籍する集団寮である

第４寮で、ハムスター（名前：よん太郎）を飼育してい

ます。生命尊重教育の一環として昨年１２月から第４

寮の仲間入りを果たしましたが、余暇時間には在院

者が手に乗せて触れ合うといった光景が定着してい

ます。「生物係」に任命された在院者は、餌やりや水替

え等、身の回りの世話を毎日欠かさず行っていま

す。そんな人気者の「よん太郎」ですが、ハムスターは

夜行性で、在院者が活動する日中は、巣穴で寝てい

ることが多いのです。その寝姿も、在院者の心の癒し

となっています。  

   当所は、在所者の健全育成のため、外部の方々に多大な御協

力をいただいています。例えば、大学の先生による数学の授業、

プロの方々によるエアロビクスやダンス指導、ハローワーク職員

や看護師、消費者センター職員と

いった専門家による教養講座、さ

らには、理容師による調髪などが

挙げられます。「数学って面白い

と思った。」、「ダンスの時間が楽

しみ。」などと、少年たちも肯定的

に受け止め、意欲的に参加してい

ます。今後も地域の方々と共に、

健全育成支援の取組を推進して

いきたいと思います。  

   当支所では、健全な育成の

ための支援として、「１８歳成

人講座」を実施しています。

民法改正によって、令和４年

４月から成年年齢が引き下げ

られたことに伴い、同年から

新たな試みとして始まったも

ので、主に１８歳前後の在所

者が対象です。 

 「成人すると何が変わるのか」を分かりやすく伝えられるよう、仕事選びや一人暮らしといった在所者に

とって身近な生活場面と関連した内容となっていることもあり、参加した在所者からは「自分の生活を考え

るきっかけになった」といった感想が寄せられています。  

札幌少年鑑別所 
011-784-7441 

北海少年院 
0123-23-3147 

函館少年鑑別支所 
0138-51-5652 



   昨年に引き続き、今年も旭川地区の更生保護女性会及び保護司会

会員の皆様計１５名の来所があり、当所中庭で花植えを実施していた

だきました。在所少年に対しては、健全育成に資す

る観護処遇「ガーデニング」として位置付け、運動前

に、プランターに植えられた花々に水やりをしたり

雑草を抜いたりと、丁寧に管理を行っています。運

動が苦手な少年が、土や花に触れながら、自然と職

員に話しかけてくるなど、少年のまた違った一面を

垣間見ることもあります。 

   地域の関係機関の援助が、少年処遇の充実につながっています。  

   図書に触れる機会の少ない在所者が、図書を手

に取るきっかけになればとの思いから、支所長を

始め、全職員を対象として図書のポップ作りに取

り組みました。職員が思い思いの図書を選定し、

ポップ作成においても職員個々のアレンジを発揮

し、在所者に図書の内容が伝わるポップが完成し

ました。完成したポップは、在所者が図書交換の際

に参考となるように図書棚の横に掲示しました。

いずれ、健全育成支援として、在所者に図書のポッ

プ作りを企画します。今回の取組から在所者に新

たな図書との出会いが巡ることを願っています。  

    
   本年５月初旬、花見会が開催され

ました。満開の時期から数日ずれてし

まいましたが、長い冬を終え力強く花

開いた桜を見て、感嘆の声を上げた

りしみじみと桜を眺めたりする生徒

たちの姿を見ることができ、レクリ

エーションや茶話会を通じて笑顔が

あふれていました。施設内では四季

を感じる機会が少ないですが、今回

は春の訪れを改めて感じ取れる行事

となり、生徒だけでなく職員にとって

も良い気分転換になりました。  

旭川少年鑑別所 
0166-31-5468 

紫明女子学院 
0123-22-5141 

釧路少年鑑別支所 
0154-41-5808 



法務省人間科学系 体験プログラム                       

道内の全ての少年院と少年鑑別所では、学生を対象とした体験プログラムを行っています。  

実施時期は原則として夏季休暇又は春季休暇の期間の２～３日間程度実施します。  

 実際に行われている教育場面の見学、模擬面接実習、職員との意見交換など、普段の学生生活で

は体験できない様々な事柄を経験することができます。 

心理、教育、福祉、社会、法律学等を学ぶ学生の皆さん！！ 

      将来の仕事について、どんな希望をもっていますか？ 

 

非行少年の改善更生・立ち直りを支える 

仕事に興味がある。                  

子どもの「生きる力」を育んだり、個々の 

特性に応じた支援を仕事にしたいと考え  

ている。 

   心理学の専門知識を活かした仕事がした

いと考えている。                 

非行に至った原因を明らかにし、今後の支

援方針を立てる仕事に興味がある。 

法務教官 

少年院・体験プログラム 

心理技官 

少年鑑別所・体験プログラム 

実施内容 
少年院  研 修 内 容 

1日目 オリエンテーション 

少年法等の講義 

院内見学等 

2日目 職業指導 

調査支援業務（講義） 

生活指導 

運動 

寮内勤務等 

3日目 座談会・アンケート等 

少年鑑別所  研 修 内 容 

1日目 オリエンテーション 

少年矯正に係る講義 

所内見学等 

2日目 集団心理検査受検・結果処理 

個別心理検査受検（体験） 

鑑別面接陪席(模擬） 

鑑別面接実施(模擬） 

鑑別方針等作成（模擬）等 

3日目 座談会・アンケート等 

参加者の声 

  インターンシップに参加させていただいて、普段だっ

たら見ることのできない施設見学や、できない経験を

させていただき、将来を考えるとても良い機会となり

ました。 

法務省人間科学系体験プログラム 
「法務省人間科学系体験プログラム」は、 

「法務省体験プログラム」とは異なりますので、 

応募の際はご注意願います。 

法務省 

矯正局 

法務省公式

YouTube 

札幌矯正管区 

フロントページ 

北海道の少年院と少年鑑別所のニュースレター 

ＲＡＰＰＯＲＴ（らぽーと） １０５号 

法務省：http://www/moj.go.jp/ 

編集・発行 

 

札幌矯正管区 

      第三部 

 

 

 

札幌市東区東苗穂 

     １－２－５－５ 

 

 

  すごく少年思いな職員の方がたくさんいて、こう

いった方々に囲まれて、少年は更生して社会に出て

いくことができるんだなとイメージすることができま

した。 
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 ２０２４年９月 
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 第三部長  曽和  浩 
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